










Economic eects of marathon race on the region: 
Using newspaper articles of national newspapers




歴史館」において，「マラソン and 経済効果」とキーワード検索を行い，抽出された記事 185件である．
本調査の結果，文部科学省（2014）の報告書に加え 29のマラソン大会の経済効果を整理することができた．中でも
経済効果が大きかったのは 2011年の「第 1回大阪マラソン」の 133億円であり，この大会が行われた年を契機にマラ
ソン大会の経済効果について書かれた新聞記事が多くなっていた．
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2009 第 25回NAHAマラソン 16.8億円
2010 第 1回エコアイランド宮古島マラソン 2.1億円
2010 第 2回塩尻ぶどうの郷ロードレース 0.1億円
2011 別府大分毎日マラソン 1.9億円
2012 第 14回長野オリンピック記念 
長野マラソン大会
9.5億円
2012 第 1回神戸マラソン 59.3億円
2012 第 10回石垣島マラソン 5.1億円
2013 京都マラソン 2013 35.5億円
2013 下関海響マラソン 4.7億円





No. 開催年 大会名 地域 経済効果 記事
1 2003 第 22回いぶすき菜の花マラソン 鹿児島県 8億円 2002.12.5（朝日）
2 2010 第 28回新潟シティマラソン 新潟県 2億円 2009.12.10（朝日）
3 2010 下関海響マラソン 2010 山口県 4億 4,410万円 2011.1.27（朝日）
4 2007 第 22回サロマ湖 100キロウルトラマラソン 北海道 2億 6,000万円 2011.9.5（朝日）
5 2011 下関海峡マラソン 2011 山口県 4億 4,290万円 2011.12.14（朝日） 
2011.12.13（読売）
6 2011 第 1回神戸マラソン 兵庫県 59億 3,000万円 2012.3.6（朝日）
2012.3.6（読売）
7 2011 第 1回大阪マラソン 大阪府 133億円 2012.3.6（朝日）
8 2012 泉州国際市民チャリティーマラソン 2012 大阪府 14億 9,000万円 2012.5.15（読売）
9 2012 京都マラソン 2012 京都府 40億円 2012.5.22（朝日）
10 2012 ちばアクアラインマラソン（2012大会） 千葉県 15億 1,000万円 2013.1.26（朝日） 
2013.1.26（読売）
11 2012 第 14回長野オリンピック記念長野マラソン大会 長野県 9億 5,330万円 2012.7.21（読売）
12 2012 熊本城マラソン 2012 熊本県 14億 8,000万円 2013.11.15（朝日）
13 2012 第 31回いぶすき菜の花マラソン 鹿児島県 10億 6,000万円 2013.11.30（朝日）
14 2012 下関海響マラソン 2012 山口県 4億 5,610万円 2014.3.4（朝日） 
2012.12.18（読売）
15 2013 下関海響マラソン 2013 山口県 4億 6,960万円 2014.3.4（朝日）
16 2014 第 24回仙台国際ハーフマラソン大会 宮城県 2億 8,000万円 2014.5.16（朝日）
17 2014 静岡マラソン 2014 静岡県 12億 7,900万円 2014.7.6（読売）
18 2014 熊本城マラソン 2014 熊本県 18億 2,000万円 2014.11.8（朝日）
19 2014 ちばアクアラインマラソン（2014大会） 千葉県 34億円 2015.1.31（朝日） 
2014.12.24（読売）
20 2014 京都マラソン 2014 京都府 41億 4,400万円 2015.6.9（読売）
21 2015 京都マラソン 2015 京都府 45億 9,400万円 2015.6.9（読売）
22 2015 熊本城マラソン 2015 熊本県 21億 3,000万円 2015.11.6（朝日）
23 2015 静岡マラソン 2015 静岡県 14億 9,900万円 2016.8.30（朝日）
24 2015 鹿児島マラソン 2015 鹿児島県 14億 3,000万円 2016.11.26（朝日） 
2016.6.11（読売）
25 2015 金沢マラソン 2015 石川県 18億 9,000万円 2016.12.3（読売）
26 2016 第 2回さいたま国際マラソン 埼玉県 40億 6,000万円 2017.2.22（読売）
27 2016 金沢マラソン 2016 石川県 20億 6,000万円 2016.12.3（読売）
28 2016 下関海響マラソン 2016 山口県 5億 1,840万円 2016.12.27（朝日）
29 2017 鹿児島マラソン 2017 鹿児島県 13億 3,000万円 2017.5.31（読売）
30 2017 静岡マラソン 2017 静岡県 13億 2,800万円 2017.7.25（朝日）
31 2017 第 3回さいたま国際マラソン 埼玉県 41億 8,000万円 2018.2.6（読売）
32 2018 静岡マラソン 2018 静岡県 15億 1,800万円 2018.7.28（朝日）
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